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マ
般
歷
史
に
於
い
て
，も
或
ひ
は
個 

云
ふ
事
を
年
代
記
的
へ
证

.確
を
、以
つ
で 

質
ど
政
治
的
性

.質
に
就
ぃ
て
の
み
兑 

は
其
の
發

M
に
必
ず
し
も

^

に
^
似 

に
瓦
つ
て
の
同
一
视
象
を

M

る
礙
が 

ビ
'
 

し
て

@

生
し
た
ヾ

」

云
ふ
に
恐
ら

(

出 ど る 定  々
來 は 政 め の  

る、 云 治 る . 國  
即 へ 的 i}\.に
ち な 關 は 就  
郤 い 係 至 い  
市 が に 雛 て

何
人
も
m
存
は

あ

都
市
鈕
織
が
何
蹄
發
生
し
た
か
ど 

ぁ
る
、今
假
り
に
部
市
の
經
濟
的
性 

い
て
は
各
國
の
政
治
，的
挪
市
現
象 

濟
的
關
係
に

.
M
.つ
て
は
殆
ど
全
體 

は

H

業
の
分
立
、商
業
の
發
達
を

0
0

碟 於 で も .る
ま

此
の
點
を
自
し
て

P

市
の

第
二
十
二
怨

(

ニ
九
三)

.

獨
逸
都
市
硏
究

S

……

 

穿
三
湖
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'
笫r

號 

ニ

經
濟
的
標
鑰
ビ
す
る
事
が

•
出
來
る
。

.又
斯
く
し

'て
發
生

‘し
た
都
市
內
部

'-
!
'
.
に
.
於
'い
.て
こ
の
エ
業 

又
は
商
業
に
從
事
す

.る
所
謂
市
玫
な

.る

.特

.殊

.身
分
的

#

扭
に

.は
、典
の

'發
，生

.の

初

期

に

あ

つ

て 

は
難

a

4

,般
農
样
的
；存
辦
か
ら
趴

«.
さ
れ
た
徐
殊
的
存
在
ビ
し

.

.て、全

’
.體
.的
.に

特

殊

.な

法

制

的 

政

治

、的
.風
性
め
賦
與
せ
ら
る

Y

が
當
然
で
あ

.̂
)
。
此
の
所

1
1市
^
圈
體
が
法
制
的
政
治
的
に 

■「

市
民

J,

な
•，■.る
特
別
身
分
を
柳
成
し
う
る
を
以
つ

.で
都
市
の
政
治
的
，

‘標

_

ヾ

」

.
な
す
を
う
る
。

';
故
に 

全
歷
史
に
就
い
、て
都
市
の
發
生
を
鄰
市
其
の

.も

.の

.
、
經
濟
的
標
：

a

又
は
政
治
，

'的
標
識
に
從
つ
：
 

て
定

め

う
る
、エ
槳
の
分
立
商
業
の
發
興
後
，段
戰

 

< が
.如
ぐ
市
場
の
發
生
汉
經
濟
的
標
韻
に

.

 ̂

つ
た
都
市
發
生
の

'起
源
；
/

」

す
，る

.事
を
う
る
ビ
共
に
市
民
的
特
殊
的
法
制
上
.の
身
分
の
形
成
を 

以
つ
て
政
治
的
賴
離
に
基
ぐ
甜
市
發
生
の
起
源
ビ
す
る

^

が

出

來

、る
。

此

の
.寒
^
に
解
す
れ 

ば
.都
市
の
存
な
は
常
に
經
濟
的

.條
件
の
前
提
を
必
要

，fし
す
る
、政
治

■的
：法
制

㈧
，に

W

K
な
る

#
 

在
は

.脒

{:
純
農
業
的
經
醃
か
ら
職
寒
的
に

5>
.化
解
放
さ
れ
た
俾
エ
業

.

g

存
在
で
あ
る
尠
を

.必

. 

要

V」

す
る
。

此
の
事
は
又
流
通

.經
濟
龃
織
ヾ

」

云
.ふ
事
に

0
係

さ

せ
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ 

前
述
の
工
業
の
分
立
、商
業

.の
發

.達

V」

は
一
寧
族
經
濟
内
に
於
い
て
分
勞
が
行
は
れ
る
ヾ

」

云
ふ

.

.

S
味
で
は

.
な
い
、故
に
大
家
族
經
，濟
又
は

f
f
i園
經
濟
内
部
は
如
柯
に
多
く
の
エ
業
技
術
的
，分
化

0

I|
i
[
|
;；

\
I

■S

I

I
II

を
，
す
ふ
グ
も
そ
の

靜

濟
.が
.

®雛
ば
依
然

.一

個
：の

E
i

(/Q
e
n
#
i
r
t
s
c
.
h
a
f
t

た
'
.る
'
{:
.
留
ま

.

.

c
v

こ
、
に
云
.ふ

 

H

業
の
分

.立
で

«

き
い

‘
勿
_

が
、
る
技
術
的
分

.化
は
各
經
濟
の
生
產
カ
增
加
要
な
役

1=
1
, 

を

&

じ
從
っ
て
流
：通
經

'濟
紐

_

を
發
生
せ

.し
む
可
き
布
カ
な
胁

.因
ビ
な
.つ
た
玳
は

故

め

七

說

，
 

<
ま
で
も
な
い

。
' 
0
こ
、
に
所
謂
市

f

は
商
工
維
に
從
亊
し
て
交

-易
經
濟
組
織
に
出
入
す
：，

 

る
.各
個

「

獨
立
な
經
濟
單

.位
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

.

.

g

し
此
の
公
共
的

.な
市
欺
の
制
度
並

J '
に 

與

s

f

定
時
的

.或
ぬ
は
常

.久
的
に
關
か
れ

' 
る

V」

S

ふ
事
は
勿
論
經

*

的
發

M

の
可
な
シ

 

後

段

彦

ぃ

て

:
:
;貨幣
：經
濟
の
成
*
は
之
れ
ミ
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
が
交
易
酬
度
か

 

I

れ

f

場
は

‘嚴
齋
砝
异
へ

.比
經
濟

g

目
的
に
ょ
る
交
換
は
、制
限
的
間
歇
的
に
行
は
れ
そ

 

 ̂

^
 

^
 

0 

- 
あ
る

>
3;
^ .
® :

後
の
發

M

の

.

階

程

に

於

ー

で

與

は

ル
 

る
费
趣
完
：.
.全

な

る

#

K
爾

エ

：業

#

で

あ

が

#

こ

の

發

生

は

明

ら

か

に

胜

園

內

部

0 .
,手
エ
業
技
 

ネ
者
：又

.は

P

己

释

濟

：の

管

；
理

.者
{例

-,
/
へ
’
ば

莊
_

經
'

,
の
：
楼

理

：
者

；
.
？

 

t
セ

自

輸

濟

：
0 -
檢
 

點
を
夕
必

"
に

tl
;
lf
又
は
：購

求

有

.る
が
如
へ
き
役
せ
の
存

.在

_に
遲

•れ
る

.も
の
で
あ

00

1C
業
按
嚷
 

の
分
化
原
射
的
交
換

^

繼
，の
分
立

'組
織
的
商
業
の
發
生
が
其
の
過
程
.で

あ
る
、こ

の
最
後
の
ニ

 

璉
程
を

8

て
鸫
濟

M̂

識
に
從
、ふ
都
市
は
；完

‘全
に
成
立
す
る

1而
し
て
こ
の
成
立

に
#

'
つ

て
*
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0

0 

㈣

制
、政
治
：的
に
市
民
な

' る
も
の

\
特
殊
型
も
完
成
せ
し
め
ら
れ

/
る
。 

；

' 

,

:

斯
：ぐの

〕

如
.
C
し
士

_
 
S

史
；
0
.研
究
は
於

^
:で
都

§.
0
.發
：生
：

.

.：
紀
：經

_

的
_

ど
政
治
：的

_
 

識に從づで時代づ战

>

辦
が

”
出
來
る
。，

-
例
へ
ば
獨
逸
中
.世
都
市
の
特
質
が
政
治
的
に
公 

選

市
委
員

#

の
.
成立

」
に

:̂る
な

;&
:
ば
そ
の

‘
記

錄
的

正

確
の
許
す
限
ぅ
ン
ュ
タ
ッ
ト
，ソ
ー
ト
の
發 

生
を
以

♦

て

0
0

赌

代
，を

.

®
め
る
へ
事

.が
出
來
る
。

又

«

交
為
市
場
の
法
制
に
就
い
て
も
同

，
_
 

の
事

が
云
ベ
る

{拙
稿

『

市
場
？
都
市
：

.發
生

J

參
照
奉

 

_屮

機

獨

逸

«
市のゴ 

發
生
を

_

濟
的
標

*

ゆ
基

0>
て
求
め
る
な
ら
ば
市
場
の
成
立
を
以
つ
，て
其
の
起
源
ビ
す
る
は 

不
_

當

^
あ
る

ま

い
：
、
勿

.
論0£
0
 ̂
0
M
經
濟
鈕
織
の
成

* ;
が

1

朝
に
し
て
突
如
出
猓
せ
ざ
る 

様
に

.蓝
规
な
恒
久

.

#不
解

.的
市
場
の
存
在
は
一
朝
の
出
來
事
で
は
な
い
、故
に
市
場
の
：存
：在ヾ

」 

云
ふ

0
は
必

f'
し
も
.一
定
の

«.
容
を
明
示
し
な
い
、定
期
的
な
年
市
が
開
か
る
、
以
_
に
於
い 

て
は
又
不
定
期
的
な
偶
時
的
ぬ

_

引

.が
行
は
れ
た
で
あ
ら
ぅ
、こ.の
點
時
間
的
正
確
を
缺
ぐ
事 

甚
し
い
も
の
が
あ
る
。：
が

1
„
つ

Q

公
共
的
制
度
ど
し
て
の
市
場
は
少

i

j
も
確
定
的
な

#

^
 

で

な

け

れ

ば

な

も

ぬ

、制
。度

S

し
て

は

市
場
は
多
分
に
法

«

的
色
彩
，を
有
す
る
が

31
:
の
背
律
に 

は
交
爲
雜
濟

II
織
の
發

'1
•か
圓
熟
し
て

來
て
ゐ
る
：

事
が

«

は
れ
る
、所
で
所

||
?

电
場
法
論
界
に

し
' 

て7
=

接
'存
在
の
み

か

都
.
市
.
を
.
發
注
せ
し

•
め
‘
な
い

ビ

の

0
論

が

あ

る、
市
.
場
は
；人
無

.き
：
所
.に
. 

起
ら
匁
い
、故
に

.
市
：*

が
挪
市
の

.'

核
心
ど
な
る
ど
す
れ
ば
郤
市
の
發
生

.
は
.
市
.

#

を
注

み
.

す
ヵ 

(

殊

し

一
足
地
に

Ti
-
j
«
を
出
現
せ

し

む
ー
る
ヵ

)

ほ
遡
.及
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ビ
說
ぐ
。

し
か
し 

か

、
る
議
論
は
徒
、ち
に
因

艰

,

係
を
無
制
限
.に
遡
及
せ
し
め
ん
ど
す
‘る
も
の
で
あ
つ
て

»

物 

の
發

^1

過

程
を

眇
確
办

ら
し
む
る
ょ
り
も

寧
ろ

海
織
な
ら
し
む
る
も
の

で
あ

る
。

货

に

fl
-
i
^
 

は
：常
に

一
定

地
に
於
け
る
脒
在
の
大
消
费
力

-
ビ
特
殊
供
給
力
の
所
在

‘に
發
：生

；：

す

る
$
の
见
解 

は

*
 

f
に
も
明
确
へ
で
あ
る
が
老
れ
を
都
市
發
生

'0
點
に
迄
及
ぼ
す
必
要
は
な
い

o
:

耍
す
^
に 

都
市
發
生
の
經
濟
时
起
源
に
就
い
て
は
市
場
成
立
に
求
め
て
窣
皮
な
い
、兩
濟
は
經
濟
的
に
，は 

同
似
現
象

-I
r
あ
る
、し
か
し
乍
ら
都
市
は

_

間
的
現

‘象
；ど
，
し
て
：
他

の

關

係

.

.を
持
つ
て
ゐ
る
？

こ
 

ク
-
似
の

B

係
/、

」

は
何
故
に
都
市
が
或
る
一
地
點
に
發
生
し
た
か
、何
故
に
在
來
の

(

或
ひ
は
新
雩 

のH

地
跑
か
市
揚
を
得
都
市
に
；發

‘展
じ
た
か

V

云
ふ
事
で
あ
る
。

こ
の
辦
は
都
哺
の
埤
城

^
 

觀
念
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
，で
以

T

は
こ
の
都
市
ど

■

市
前
身
；

0 ,
場

所

的

闕係
：：

を

、
明

ら

：
か
：
M
 

し

-t
み
た
べ
い
。
-

.
_ 

:
.:
'

.

.

. 

'::
:

'
;:
:

,
, 

:■
,
.

.

(

ニ)

；
 

丨
 

，笫
ニ
十11

卷

(

ニ
銮)

麗
都
市
砒
究
，序
論 

■

第
I

■,
•
:



ゾ
■
i

s

,
 

cii

丸
八o

獨

逸

都

市

研

^
:
論

 

第
三
：號•

?> 

都
市

a

常
に
人
ロ
猢
密
な
、社
會

.に
於
け
る

'特
殊

.密
集
の
聚
落
で
あ
る
、こ
の
現
象
は
全
部
の 

都

：市

に
：，

時

間

的

空
.間
；的
，.

束
：：

轉
を
離
れ
て
共
通
の
標
識
で
あ
ぅ
所
謂

-數
字
的
統
計
的
又
は
.地理 

•#
的

ft
識
マ
し
稱
せ
；

♦

る
/̂も
の
度
あ

る

、

が
之

‘れ
を
以
つ

•
て

®

市
，
ビ
非

0
市
ビ
の
區
別
を
つ
け 

石
全
：部
の
\標
準
《
な

1>
賴
ぎ
る
事
は
明
白
で
あ
る
、が
都

.市

.は
'常
に
一
時
代

 

一
»

會
に
於

：

，け 々

特

R

A
ロ
の
：，

.稠
密

)

し
た
聚
落

^

あ
る
靡
に
は
相

.違

.，な

.い、こ
の

#

色
'な
ら

.び

.に

«

rl
-
iは
商
工
業 

的
_

'益
：を
中

.心
：
>
卜
ず
 ̂

以
つ
て
鄱
市
の
成
立
'時
代
に
遡
つ
て
行
く 

S

W
市
の
前
身
は
：：何も
の

r

で

^

つ
た
か
を

g
_ 

A
i
か
.に
す
る
事
が
出
來
る
マ

」

思
上
。
換
#
す
れ 

ば
：
#

辣
的
密
集

'聚
轉

y

s

^

s

*に
猶
字
的
有
機
的

.重
婴
性
を
賦
與
し
以

.
つ
て

0

f

s
 

前
身

V
J

を
結

.合
せ
ヾ
じ
む
る

.事

.が
出

:«
る

£
思
ふ
か

' 
ら
.で

,^
る
。 

.

挪
市
は
其
の
發

^

の
初
期

.に

.
於
い
て
は
一
社
會
內

■の

#

殊
的
聚
落
で
あ
つ
た
。

r
jの
辦
は 

時
間

.的
普
遍
性

r

に
於

「

い
'

使̂
用
せ
ら
る
可
き
も
の
で

.は
な
ぐ
部
市
は
一
個
の
新
生
的
へ
存
在

'，“レ 

し
，'て
特
殊

;^
をー；小：

:1
.
た
i

:s
:ふ
事

.は
都
市

'
'發
生
，時
代
に

.の
み

-就
.い
.
て
許
さ
る
可
き

.
言
葉

「

で
.あ
 

:.
:
o、令
日
の

ft
會
に
於
い
て
祁
市
の

•
密
集
狀
態
は
特
殊
的
で

.
あ
ら
ぅ
が
都
市
の
存
在
は
決
し

.T 

:«
殊
.的
で

.
は
な
い
、都
市
は
農
财
に
對
し
：て
興
質
的

#

在
で
は
あ
る

.が
決

.，し
て
今
日

1

曾
に
於

ぃ

で
/特
殊

0

辟
在
で

';
'
は

^
,い、如
れ

.が
特
殊
的

#

在

.

V」

し
て
現
は
れ
た
•の
は
前
都
市
時
代
か
ら 

都
/市
時
代
ば
移
る

.瞬
時
的
過
程
に

.
於
い

.
て
の
み
で
あ
る
、即
ち
都
市
は
或
る
時
代
に
於
.い
て
與 

質
的
な
瓦
つ

_ 

1般
社
：會
狀
態
に
對
ね
て
特

.殊
的
：な
存
驻

5

し
て
發
生
し
來
た
つ
た
。

-

こ
、
じ

般

社

#

狀

ff
i

ヾ

」

は
生
ヾ

」

心
て
農
村
.聚
落
の
基
礎

•に
立

.つ
全
社
會
狀
觸

:4
>
指
す
：のー
 

0 

I

、都
市
發
生

.

.
®初
期
に
办
づ

TT
.、都
市
は
一
般
農
村
聚
落
に
對
し
て
、

«

»

^
舉
蔡
上
旗

®
 

的
新
'生
的
分
字
や
以

0
“で
.結

合

す

‘
る

聚

落

古

し

て

现

は

れ

た

。
：
こ
.の
.特
殊

.的

#

在
：0

對
照
ゼ 

な
ギ
前
都
市
時
代

^

»
會
炫
就
い
弋
は
農
衬

|1
於
‘
.け

4

共

it
制
ビ
か
大
地
生
の
土
地
：兼
：併

e 

か

条

ふ

問

題

を

論

★

，名

»

は

.

都
市
研
究
な
い
、

自

幽

農

V1S 

奴
隸
.半

0

由
民

.又
ゅ
貴
族
邊
族
办
出
地
所
有
的
秀
配
，等

.，は
種

.々

■の
方

11
に

於

い

て

_

係

す

る 

所
は
あ
る
が
赏
商
の
問

_「

_

し
‘て
重
要
性
は
な
い
、耍
■す
も

(:
秫
.々
の
形
體
に

.於
：け
名
村
落
ど 

去
ふ
農

—

的
：社
曾
：

.生

®

^
形
體

.夂
當
時
の
社
會
形
體

：

Q

 

二
.：常
规

$

3

.t
m

れ
ふ
ば
い
、
。
.
避
等 

農
村
：
#
I落
に
於
：嗔

S

部
落
へ

®

家
#

內
部

.に

3:
.業
的
勞
舊
の
分
化
は
あ
っ
て
も

#

#
內
.に
財
の 

交
易
は
：無
か
：つ

—

村
落

共
有
地
、

共
同

耕
作

又
铽
開
舉
：の

.事
食
，は
あ
っ
て
も
«
濟
的
交
舄
に 

ょ
る

»

會
组
活

■
.

村
落

ft
部
は
被
齄
迮
し
な
か

.つ
た
。

」

こ
の
狀
態
を
以
つ
て

•常
時
の
»
食
汰 

.
第一 :1:

十
二
卷

(
U

丸

をパ
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逸
都
市
姘
究
摩
論
ー
パ
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S

I

.

:

活：；

l

»

的

形
，_

H

業
技
郤
か

.
分
岐
：發
達
し

-
て
ゐ
て
も
其
れ
丈
け
で
は
經
濟
的

.交
，
.通
の
相
互
的
卿
係
は
.生れ
な 

ヵ
.や
ナ

.

こ
の
，
■
:
係
力
生
れ
る
に

‘
は
.
一
部
落
以
上
の
大

‘き
な

.社

.會
的

.存
_获
ど

1其
れ
の
有

.す

.る
 

大
な

：

5

:
辑
傅

S

簿

あ

■

、こ
の
交
通
性

.が
_
各
.村
.落
の

■經
，濟

.的

.孤
立
を
破
る
力
ビ
し
て 

有
力
？

の

i

a

l

人
類
は
決
し
て
村

.落
的
生
活
を
以
つ

S

部
の
社

.
I

f

 

.
は
し
な
か
；つ

.
た
ゴ
、
に

_

«筹
粗
«
間

 

瓦
.
つ
た

.，社
會
生
活

.が

.
あ
•
つ
た
、„
の
肚
會 

生
活
の
：存
在
が
都
市
發
生

S

式
に
は
必

‘要
で
單
な
る
村
落

■の
個
別
的
な
存
在
丈
；け
で
.は
玄 

接
に
都
市

.發

.生
の
ク
動
機
を

*

.へ：■
る
事
が
出
來
難
い
、都
市
を

«

成
し
た
特
殊
的
聚
落
は
こ
の

®
 

々
聚
落

0

相
互
的
交
渉
を
前
提
，

,,

.し

^

其
の
，基
礎
の

.上
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。
之
を

一
地
或 

的
に
見

'れ
ば
都
市
は
往
々
ニ
つ
の

#
 

f
の
漸
次
的

®

大
以
外
の
も
の

.で

は
な
い
、じ
'か
し
其
は 

货
丨

^

理

K

有
.：機
的
關
係

(

之
れ
を

.

.專
門
知
爾
：究
す

.
る
.
の
は
都
市
發
達
の
地
，
的
：硏

'究
’で.ある一 

に
過
ぎ
な
い
の

で

,
V A

校
云
：
.ふ
：.經
濟
，上

Q

有
機
性
を
物
新
つ

.て
は
ゐ
な
ぃ
、經
濟
的
有
機
性
に 

は
唯

f

村

落

の

存

在

村

落

®

合

か
.
ら
な
る
社
貪

.的

_

の
.
存
，

必

0
な
の
で
あ

今 

;

が

：然

か

，
も

秫

族
.又
_は

民

族
.は

社

份

生

活

の

一

形

儷

で

あ

る

が

*

濟

的
1|
:
:會
.生

活

は

農

叶

ぶ

落

以
.

，外

を

出

な

い

、彼

：等
の
；

*

部

落

部
.

社

食

連

活

：
_

主

；？
し

七

非
.

：類

释

的
.

释

聲

の
.

も

の

で

：ゃ
つ 

た
、T

J

、
に
こ
の
非
經
濟
的
生
活
を
營
む

®

心
が
現
は
れ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、元
來
凡
べ
て 

S J
-

' #

的
生
活
が
營

.

ま
れ

る

や
常
に
そ
の
空
間
的
中
心
を
必
要
ビ
す
る

- m

業
#'落
に
於
い
て
も 

&

濟
的
非
經
濟
的
生
活

の

f t

交
的
中
心
が
存
在
す
名
、經
濟
的
に

^

'

a ：
接

.

猶

合の
：：

な

い

一

社

會
 

に
も
非
經
濟
的
性
：質
に
も
せ
ょ
社
會

_

活
.

的
：交
涉
の
办
る
か
ぎ
り
そ
れ
か
ら
_
ず
る
中
心
が 

生

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
'1
:

こ 

>

 

に
®

寒

宗

敎

政

治
ビ

云

ふ
■

:

關
-

係：；：

に
：
於

け

る
»

會
.

生
ff
i

の 

存
在
に
注
目
す
可
き
ー
で
：

'
あ
る

:.
°.
.
 

,ン：
;:
,
'
.
-

:

•

市
は
谷
經
濟
的
全

r

性
を
有
づ
、た

.

村
落

;:
^

在
：來
の
廣
い
：：

#

會
前
生

：

活

(

非
®

濟

；的)

の

»

礎 

に
，
經

•濟

生

活

を

折&

込

む

，
料

至

つ

て
M

M

P

た
も

.

の
‘

?

ぁ

る

。

換
H

す
れ
ば
從
來

の

.廣
> l

,v 

社
會
生
活
の
中
心
點

‘

逖
礎
士
し

^

經
濟
的

» .

關
_

に
ぁ
つ
た
各
部
落
又
は
部
落

0
:

各
.

員
：

^

 

全
-

社
會
が
に
經
濟
湖
係

.

を
.

結
び
此
の
：關

«

の；上
に
經
濟

.

生
活
を
維

.

持
す
る
に

M

つ.

て
7發
^

し
，7

ナ
現
#
で

这

グ

故

^:
洛
市
の
發
生

i

其
の
前
身
を
今

©

ぐ
祉
會
的
交

®

の
方

而
か
ら

«

%

す
^

.0
ノ 

. 

■
',
. 

.

.

.

. 

•

:

;

,'
'

;

:: '
'

:

. 
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S

 

5 

A

r
の
社
會

4
，活
に
は

#

"
に
空
沿
；的
中
心
.を

^

つ、
人
類
は

.
其
.
の
生
‘活
に
於
い
て
常
に
一
定 

.の
十
r
地
の
上
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か

.
も
.
人
間

.
が
社
#

的
-
生
.
活
を
營
む
以
上
、こ
の
土
地 

'n
橱
爾

.
る
關
係
に
於
い
て
常
に
地
理
學
的
に
：密
集
的
に
生
活
す
る
必

.要
が
生

*

そ
の

.密 

集
办
程
搜
は
各

_

_

鳴
集
贿

^

作
し
な
い
、多

.少
，遠
：维

S

こ
そ
あ
れ
常
梭
集
合

KI
‘生
活
を
營
む

o

_こ
の
地
理

.的

：

集
；：

合

ど

祉

會
 

生

活

：玉

の

相.

$[1
係
各
は

.密
接
な
趣
絡
を

.保

.つ
、
社
#

生(

活
.上
の

.
あ
る

.系

.■統
は
比
雜
的
粗
な
る 

が
#

地
理

.的

H
.

密
'集
の
熟
を

m
^
_
,
い、又
他
の
も

.の
は

.社
會
的
關
係
，が

.

.密
な
る
が
故
^
集
合 

的
必
要
姓
み

 

'る
P

.唯
密
集

®

離
は
必
中
し
も
各
系
統

-の
社
會
生

.活
の

.重

.耍
さ
を
決
定
す
も
の 

1C
?
な
い
 

> 
或
る

.往
活
が
そ

®

坐

«■
上
地
理
的

:(
:

他
ど
の

.
接
觸
を
必
毁
ど
す
る
か
否

)

か
く
之
れ 

を
決
定
す

16
0

re

,
る
。
故
に
最
飞
密
集
的
形
體
で
ん
て
は
家
族
が
あ
る
。

次
い
.て
血
族
近 

親
射
あ
る
浓
炖
の

*

族
的

®

集
麻
經
濟
生
活
め
密

0
マ

」

合
七
た
も
の
が
氏
族
的
部
落
で
あ
る
、
 

經
濟
生
活
の
密
集
を
必

®

士
し
な
い
で
稀

_

ぶ
‘
る
血

*

的
結
八
口
、生ヾ

」

し
て
戰
乘
政
浩
的

ft
合 

に
.
於
い
て
密
集
し
た
る
侧
體
に

.
秫
族
並

_び
に
ガ
ゥ

(

糊
族
的
國
家
領
域

)

が
あ
る

o 

■

，
に
谷 

個

^

又
は
圓
體
は
务
バ
そ

.'
0

生
活
上
の
必
耍
に
へ
於
い
，

.
て
土
地

^

依
據
し

.
そ
の
.社
會
生
活
を
又

±
地

'0
.廣
狹
的

ii
f
.に
：現

.は」

し

P

ゐ
る
。ノ
故

!-
.
ヌ
',」

，の
社
會
的
生

‘活
.は
.土地ハ

0

上
'に
«
の
中 

心
を
示
ず
事
士
な

:
.，

：
'一#

落
：は
は
村
落
全
體

v

b

:て
：の
中
心
、鄉
に

#

鄕
杀
修

i

b

.

Tの
中
心

- 

t

國

(t
*

は

1.、

國
4

體
i

し
で
の

*

心
が
現
：は
れ
る

。
.
故
に
又
こ
の
中
心
.は
常

|1
«:
會
生
活
の 

諸
系

'統
.に
應
必
艰
發
生
求

.る
'
も
の
で
：あ
る
。

 

' 

.

■

斯

C

の
如
ぶ
し
七

A

間
は
孤
，々

H

又
は
集
團
的
に

1

定
地

.に
定
，住
し

.て
基
本
的
經
»
的
生 

活
を

#

む
が
彼
：等

.0
生
活
：は
他

0

方
而
に
於
い
て
は
こ
の
定
住
地
域

'
.以

內

に

限

ら

れ：：

な
：.い
、こ 

、

，に
.申
地

i

乙

地

を

の

：：間

^

居
_

_サ
る
人
問
間
の
交
涉

.に
應
.じ
て
土
地
の
上
の
交
涉
關
傷
が 

生

*

る、こ
の
相

a

的」

交
：涉：

.關

係

：を
，持
：つ

地

域

的

の

廣

さ

を

ft
會
.生
活
關
マ

」

云
ふ
。
故
に
ほ
如

」

何 

な

.る

場

合

に

，

都
市
.硏
究
考

.は
こ
：
の

地

域

的

a

念
'を
思
れ
て
は
な

'
ら
ぬ
、換

a
す
れ
ば

1|
:
,會
；生
 

活
の
空
間
的
考
察

^

あ
る
、之

_れ：
故

に
こ

V

V

U聚ー：落

#
.®!
:

#
學
的
考
察
ふ
云

.
ふ
事
を
云
へ
る
；せ 

思
ふ

0

.都
市
、町

#
、部
き
或
ひ

«

^

s

f

づ
れ
も
基

.本
的
生
活
の

.

.聚
落
形
式

.で
あ

る
：：

S

 

時
に
社
會
坐
活
：

©

_
間
.的

：
表

現

^

あ

る

 

'
::
:
ん
こZ:::::.:

入
_

0
經

濟

：
上0

基
本
的
聚
落
を

#

し
て
聚
落
の
眾
位
ヾ

」

名
づ
け
；る
事
が
出
來
る
。

一
社 

脅

；
は

：
於.いH

規
定
：迄
せ

■

:

た
'議

：様
式
に
從

.つ

.て
各
個
人
：又
は
集
團
が

.生
活
し
る

#

®

#
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l
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5

r

l

て
あ
る
故

I

落
も
村

.
落
も

.
或
ひ
は
山
間
の

.

i

家
も

i

會
I

活
様
式
の
內 

に
於
い
：て
生
活

m

限
^

聚
落

©
:
.織

位

：：で：あ

$

市
も
亦
聚
落

S

位

1

:
る
。：v

要
す
る
に
軍
位
聚
落
の
基
礎
は
基
本
的
經
濟
生
活
の
依
つ
て 

1 

一
v
_可
き

^/
で
あ

>
:

a
濟
學
卬
に

«

容
す
れ
ば
一
社
會
狀
賴
に
於

「

け
る
一
定
聚
落
地
は

^
 

の：土
地
の

.
土
に

.養
ひ
ぅ
る
丈
け
多
ぐ
の
人
口
を
收
容

.し
て
ゐ

.
る
.
の
で
あ
る
、是
等
や
人
：ロ

’は
：
t
. 

の
土
地
に

-
依
繫
し
て

0

み
i

:
論
全
紙
會
的
交
無
の
：範
團
を
以
つ

T
I

V
は
あ
る

が)

生
活
す

る

R
 

が
出
來

.る
の
で
，あ「

:̂
>
。
；ハ

今

こ

の

二

定

土

地

の

上

に

«

雜

な

社

食

生

證

修

ま

れ

る

故

に

吾

人

は

こ

の

#

定

地

點

を 

*

本

ミ

し

て

S

上

に

營

ま

れ

る

_

活

の

持

つ

麻

會

生

—

I

け

る

因

«7
の
祓
雜

«

を
注

«

す
る
：-事
.が
，
出
來
.
る
。
-;
一
 

舉
位

.

聚
'落
‘の

Jb
に
.營

ま

れ
'
る
生
，®

の

Ml
:
,
 

，
的
交
渉
の
.系
統

的

祓

雜
i

地
域
內
廣
狹

.

を
：標
準
？
し

て
，
其

，
の
，
舉

落

.に

：
：
於

：
け

，
る

全

11
:
會

塵
 

通

の
★

度
を
•見
出

じ

ぅ

る
。

こ

の
，交
通

.

の
系

'

度堞は,詳

在

的

外

來

神

晷

に
^

た
れ
，る
？

 

I

 

的

s

jt
t
h會

生

活
_

が

.
其' '

0

土

地

以

外

に

ー

及

ば

ゎ

も

の

を

云

ひ

外
來
的
ど
は

其

の

土 
I

營 

ま
れ
る
生
活
の
：

ft
會

的

潦

渉

が

，此
の
.
聚
落
黑
位
を
超
越
し
て
他
の
聚
落
职
位
に
對
し
て
由

^

の
關
係
を
生

じ
た

も
の

.
で
あ

るへ
'
:原
_始

r K
J

ff
農

村
.生
.活

{■
:
於

い
で

經
濟
生
活
は

前
^

で

あ
.る
、
 

經
濟
.的
に

一
材

落
，m

單
位
；聚
落

士

し
て
何
等
外
界

:̂
の
：交

渉

を

.必

0 
‘ヾ

」

し

な

か
，
つ

た
。

然
る 

に
鄕

X

S

»
族
的
地
方
成
ひ
は

_

地
方
を
憐
成
す
る
社
會

■

活
は
特
殊
な
.中
心
地
私
持
つ 

て
，ゐ

た
、を

の
中
心
地
は
取
位
：聚
溶
と
し
て
：經
濟

.的

.に
は

.內
在
..的

交

涉

を

の

み

有
し

た
が
政

(

治
：
 

宗
敎
又
は
軍
辦

i

ふ
諸
秫
の
社
會
坐
活
の
中
心
与
こ

-の
土
地
に
局

f

鐘

い

廣

^

银
活

” 

が
'

#ま
れ
た
、之
れ
即
ち

i

の
土
地
に
外
來

.；的
交
：通
：を生

：：

み

出

す

所

以

で

あ

等

：中

心

地

は 

こ
の
點
に
於
い
て
の
み
一
般
農
村
賧
落
と
性

«:
を
興

{:
す
る

0

で

办

$

都
市
：の
發
坐
：に必 

興
ぬ
砂
は
此
の
種
の
交

®

即
ぢ
外
來
的
交
雕
の
存
在
で
あ
：る
。

'一
此
の
.點
の
交
涉
办
る
が
故
に 

都
市
は

一

般
村
落
に
普
遍
的
に
發
生
し
な
か
つ
た
の
，：で

.あ
る
。

.

.社
會
的
交
通

0 ;
中
心
は
必
す 

し
も

4

ヶ
所
で
ぁ
る
事
私
要

.し
な
い
、元
來

.は

*!
:
會
生
：活
の

.諸
雛
系
統
に
從
つ

T

谷
自
中
心
地 

を
有
す
可
き
で
あ
る

M

文

明

の

發

展

中

前

都

“市
時
.代
ヾ」

も
.

云

ふ

可

き
.
過
一
'程

に

は

一

特

定

地

點 

か
.' 諸

ff
i

の
fi
t

#
4:
.
'
©
.
.

0 .
:.5

.

心
.
.を
；同
'時

.に

.構

.

.成
す

.る

.
W
.
.
を
普
通
パ
と
' す
.る時
，

.代

. 'が
あ

.り

.是
等

.の

.
' 0 

代
に
は
基
本
的
聚
落
ご

L

て
は
い
づ

.れ
'も
農
業
村
落
ど
し
ノ
て
存
在
す
る
？
最
大
の
祉
會
形
體 

0
'內
部

.に
は
均
等
的

|1
農
，業
村
落

_の
み
が

.存
在
す
る
、し
が

.
し
遒
等
村
落
中

.或
る
特

.

.定
{

9も

Q

第
-ニ
±
1

卷

9

5
$

獨
逸
都
市
研
究
序
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が
全

«;
會
的
交
通

0 :
中
心
地
を
乘
ね
る
辦
に
な
る
。
之
れ
即
ち
一

.
地
.方
.の

主

部

政

：治

豪

敎

又 

味

軍

爭

念

ゆ
%;
心

难

で

所
_謂

1

:

じ
か
る
に

)!
[
]
.會
.的
接
觸
は
'單
純
か
、ら«
雜
に

_
進
む
、一
つ
の
闽

_

に
'
ょ
る

-
社
會

'的
接
：觸
は
他 

の
_

係
を

«

び

a

拿
的
な

.

_
し
_
:■
る
：
0
.
軍
 

T
か

、

る
®

f

社 

食
的
接
觸
味
經
濟
的
，
係
き
で
も

'興

^,
大
な

が

社
會
生
活
_
內
に

’交
叉
せ
し
め
ん
と
す
る

，
,0 

.
4 

^
 

^
 

M 
 ̂

^
 

^
 

%
せ
ら
れ
で
こ

、

に
都
市
は
：發
生
し
て
來
る
、き
濟
生
活
の
货 

0
化
は
犯
市
士
承
ふ
聚
落
に
，於
い
ノ
で
社
會
的
交
通
の
密
度
を
最

t

高

か

、
ら

し

め

た

の

で

あ

'̂
、 

殊
に

X
相
市
に
於
け
；る
經
濟

：

 ̂

■
新

«
_な
’非
_

濟
.

食
的

_
:ぷ
，：
 

を

敗

#

中
t

る
筆

H

な

0
」
.

た
、然
ら
ば

.都
市

.は
全

•社
.龠
生
活

Q

中
心

.
で
あ
る

i

sr 

ふ
f"
藥
比

AL
t

て
な
い

i
海
，は

*

_

*
寧
や
都
：：市

«

營
當
靡
者
が
ロ
に
す

.る「

^

TI
T

は
、文

_

の
” 

中
心
で
あ
る

」

と
云
ふ
誇
、稱
以
上
に

0 

0 
 ̂
 ̂
€

知

に

於

し

：
.
て
五
ロ

'々
は
、
廣
.い

姐
#

_
活
_

を

持
^
.讀

聚

：落

：«
:廣
_

動
食
へ
的L

生
：®

の

中

*
_
ダ
じ 

て

存

在

す

る

雪

知
◊

た
、
こ

の

土

地

は

社

會

阶

交

通

の

密

度

大

な

，る

點

で

あ

る

、が

®

史

上

の 

v 

1

1

こ
I

會
的
交
通
の
中
に
は

.
經
濟
的

!»
|

係
，が
宋
だ
現
似
れ
な
、ぃ
時
代
が

.あ
つ
た

o

經
濟
的
交
通
ビ
へ
し
て
は
谷
土
地
‘は内

：：

在

的

な

交

通

.を
し
か
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
、そ
れ
も
上
述 

3

た
機
に
圓
體
的
經
營
の

|

部
分
に
つ
い
て
ぐ
办

.つ
た
。
.
然
ら
ば
何

®

に

か

，ゝ

る

地

點

換

B- 

す
れ
，ば

0
會
的
南

.通
の
密
度

-

K

な
，
る

中
心
地

.に

.の
み
都
市
の
發
生
を
結
び
つ

け
る

0 .
.::
'
で

へ

あ

る 

.か

。
丨V

.
の

事

®
.;
.『

般

經

濟

史

上

の

發
®

的
傾
向
、を
得
る

f

容
易
に

.
解
決
し

.ぅ

4

所
‘で
；改め 

T .
說
ゃ
あ
で
劣

*

か

&

ぅ
。

71
,
場

U

個
々

g

tt
落
.に
は
先
づ
發
生
し
な
か
つ
た
、個
々
み
村
：落 

個
々
の
經
濟
主
體
_

は
發

 

'生
：し

た

事

は
.
流

通
_

濟
上
：に
ー
は
/

_
接
_

義

參

な

^

分
，，
化

職

あ

：̂
ね
、こ
：
の

技

«

土

0

分
化
は
：

.如
#

<-
5
:精
：細

^
.極
む
な
も
、そ

の
.©

で
は
：、何

_

流
.通
_

 

濟
i
 

©組
織
治

li
て
關
係
起
持
ゼ
な

3

落
又
は

.莊
園
經
濟

&

依

f

し
.て

-:
個

の

自

己
經 

濟
飢

®

で
あ
る
。ベ
然
る

.疼
楚
等
ぬ
組
：織

®

®

に
.
’あ

佩

.

.
9生
齒

_

は
：直
：

_

^
蟑
明
接

：
. 

ぬ
他
の
部
落

.又
は
部

#

玛
と
交

®

^m

の
'
機

#

を
有
す
る
、之

‘れ
即
ち
政
治
的

.宗
敎
的
又
は

.
® 

W

的
系
統

^

持
つ
尨
社
會
生
活
の
、一
面
で
あ
レ
、抑

 

>
 る
中
心
的
接
觸
は
次
い
で
：如
上
の
系
統 

以
外

b

於
げ

る

：交
渉
を

^

み
1

5

含

i

み
出

さ

れ

た.交
渉

の

新
系
統
に
經
濟
的

な

が
.f 
©
が

あ

歳

知

®

等
肺
會
的

4
-

心
に

.
於

^

る
全

at
會
-的
集
合
に

' 際
し
七
財
貨
.のゾ
交
易
が

ぃ.
：： 

.

.

.
 

: 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

賴
は
：扑
る
さ
衰
ぶ
新
現
象
で

お

る
d

.
の
稞
象
は
：或
ひ
は
部
落
總
體
の
形
.忒
に
於
い
て
或
は
等

-
+ 

: 

-

第
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一

六
：

落
民
個
々
の
資
格
に
於
似
て

.爲
さ
れ
た
、部
落
民
個
々
の

.資
格
に
於
い
て
爲
さ
る
、
や
一
部
落 

f
t
-
W
M
於
け
る
各

#
:の
*

濟

•

活
は

：

飯
存
し
介
技
術
上
の
分
俗
を

®

礎
に
著
し
ぐ

0
0
多
欉
怖 

を

0
し

で
來
る
々

::
:
ム
、

(-
全
'社

#

的
中
心
に
於
け
る
交

.易
制
度
の
碯
立
.さ
共
に
村
落
內
に
於 

い
.
B
:&
經
濟
上
の
分
業
衫
成
进
を
つ
げ

.る
' 
の
で

.
6
る
？

が
吾
々
は

-未
.
.だ
其
の

s

ia
論
及
す

る 

必
要
は
な

^
0
 ̂

0 
0
^
.
^
y
る
機
會
は
常

_に
新
し
い
系
統
に
於
け
る
關
係
を 

生
み
出
す
も
の
で
办
る
事
を
注

_

す
/;
る
に
足
る
、こ
の
中
心

.に
於
け
：る.交
易
が
偶
發
性
か
右
正 

規
性
を

■-
.フ

o:
に
到
る
過
程
即
ち
市
場
組

®

の
‘
發
生
は
又
別
の
機
會
に
於
け
る
間
題
で
あ
る
。

丨
0
.

0

結
論
に

'

於
い
て
：菩
々
は
都
市
或
び
は
聚
落

.

の
社
會
學
的
標
識
に
到
達
し
た
、之
れ
に
從 

へ： .

ば
都
市
又
は
，各
；個

'Q

聚
.

落
は
常
に
地

*

的
に
全

*

會
生
活

^

,

の
•

交
渉
を
表
現
し
て
ゐ
る
。

或
る
聚
落
に
於
い
て
は

'何
等
他
ど

.Q

地
域
的
交
渉
が
其
の
土

«

0
上
に
營
ま
れ
な
い
、或
么
聚 

落

に

於

“

で

は

他

か

0
地
域
的
；交

渉

®

狻
雑
に
營
支
れ
る
。

こ
の

(

後
：：者

觀

ち

J

定

0
: 土
地
の 

上
に
全
動
會
的
交

®

の
最
も
祓
雜
頻
繁
に
；營
ま
れ
る
聚
落
、之
れ

.即
ち
都
市
で
あ
る
、飲
に
經
濟 

的
檫

_

に
從

«:
は

0
で

» ：
會
學
的
！

2
-

見
る
な
ら
ば
郤
市
は
全
社
.會
的
交
涉
を
其
の
土
地
の
上 

に
實

.際
に
現
は
す
存
在
で
あ
る
，古
代

王

當

都
市
は
此
の

w 

gn-
w
:で
あ

る
o 

.

1

I

I

I
!

要
：す
る
に
如
何
な
る
時
代
技
於

'い
て

:^
全
社

.會
を
聚
落
の
集
合

.
i
し

^

み
.

る
..

事
が
出
來
る
、
 

前
都
市
時
代

(

經
濟
的
標
識

^

從
ふ

)

に：は
農

H
,聚
落
が

i

ぬ

聚

：落

集

幽〗

©

«
堪
位
で
あ
つ
た
。

こ
の
集
圈
に
は
：单

?

か
4

.

m

事
.
的
叉
は
政

.

治
：的

(

非
常
.

に
.
稀
薄
な
關

.

.係
で
あ
つ

'-

た
が
.

)

或
ひ
は
，：，宗
：
 

敎
的
中
心

」

を
持
：o

へ
た
が
經
濟
：的
中
心

#

缺
い〗

た
、獨
：.
逸
；中

世

郤

市

；は
.

先

づ

こ

の〕

.
聚

落

集

團

：の
：經
：
 

濟
的
.
中

心
’、し
し
て
現
は
れ
れ
、中

.

世
都
市

«

聚
落
集
_

經
；濟
の
中
心
，地
で
あ
：つ
た

？

，

' 

,

之
れ
を
實
際
，に
へ
徵
し
て
み
る
な
ら
ば
軍

.爾
上
；の

(

中
心

;«
軍

»
.
.頭、自
或
ひ

「

は

«

長

の

居

：地
、諸 

候

國

王

の

®

城

が

そ

れ

--
I
rあ
る
、宗

敎

上

0

中

心

は

#

院

殿

堂

所

在

.の

.地

で

あ

る

：、政

治

的

：中
；心
；
 

に
到
つ
て
拟
全
猶
族
民

0

爲
め
に
集
合
す
る
地
點
が
そ
れ
で
あ
る
が
、楚
等
：中
心
は

.
前
述
：：した

'. 

様
に
是
等
の
時
代
に

.：あ
つ
：て

M

1

'點
に
歸

-t
る
傾
向
が

.あ
つ
，た。

い
づ
れ

(>
し
で
も
是
等

0 

地
點
は
高
度
の
密
度

”を
持
つ
た
祉
會

.生
活

.の
中
心
地
點
ャ
あ

•

る
、以

上

を

以

，.つ：て：都
市
硏
究

© 

序
論
マ

」

な

し

以
下

か

、

名
狀
賴
を
獨
逸
に
於
：い：

.て：眺

.め
ん
ど
欲
す
る
。

ノ
.
.
. ノ. 

(

W

-

パ：.' 

:
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,

M
ゲ
ル

.'
マ
Y

民
族
は
西
歐
：羅

a

:!
-
於
い
て

*

馬
文
明
で
接
觸
す
る
に
及
ん

.で
®

史
上
に

a
:か 

明
ら
か
ぬ
跡
を
示
す
に
宙
カ

/2
:。'
;故
に
彼

)

等
の
原
始
的
生
浩
に
關
じ
明
磾
な
觀
、念
を
：

5
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は
非
常
に

H

難
で
あ
る
、が
大
體
に
於

.い
て
彼
等

.«
猶
族
的
結
合

\*
1
:於
い
て

.
生
活
し
或
ひ
は

M 

個
の
稱
族
的
集

'
,圈ヾ」

尨
つ
て
運

®;
じ，た
。

.
經
濟
的
生
活
に
，於
い

X

は
虫

.Pし
て
農

0
牧
畜

{U 

依

®

す
る
、又
各
經
濟
個
體
の
內
部
に
於
い
て
工
業
技
術
の
發
達
あ

.
る
事
を
全
然
否
寒
す

.る

..
必 

梨

^

な

^
。
交
易
は
疋
規
に

.
且
つ
組
織
的
ぼ
は
全
ぐ
行
は

.
れ
な
か
つ
た
。‘
偶
然
的
な
交
換
が 

釋
會
的
に
行
は
れ
た
に
留
ま
る
。

.

.

.
ゲ
，パ
マ

.

:y
民
'族
の
聚
落
狀
態
殊
に
都
市
發
往
前
の
狀
態
を 

考

■

為

0 
S

族
定
住
ビ

5

親
象
が
必
要
で
あ
る
、所
謂
放
收
的
な
生
活
の
持
續
せ
ら
る 

■
>

股

り

都

市

.マ'-
_

.

_族
，：
0

農
_

_
活
！

マ̂
^

^

^

の
ャ
古
へ
き
に 

及

：
ぶ

迄

思«

れ
.
'T
ゐ
兔
故
に
羅
馬
時

«

^
於
け

'
る
.
ゲ

产

マ‘
.ン
m

族
の
生
：活
は
丰
ヾ

」

し
て
定
住 

的
な

(

農
業
形
式
を

‘備

へ

た

。

彼
一
等
Q

lh
;

:

t的
生
活
は
職
能
的

i

聚
落
的

.の
ニ
方
雨
か

.

I
'る
 

5

.
出
來
る
、聚
落
：的

“

M

^
ぼ
：
ft
會
生
活
の
單
位
は

.主
と
し

.で
村

.落
又
は
.之
れ
に
爾
似
の
形 

式

,

吻
る
、各
種
族

0

間

U

炎

^

て
M

落
形
體
は
必
す
し
も

J
,

樣
で
な
か
つ
た
、山
間
狹
_

の
地 

鱗

^

は：牧
畜
の
泌
耍
士
孤
立

_

聚
諸

^

少
ぐ
な
か
つ

' 

'
し
か
し
谿
谷
部

!«
.に
於
い
で
は
い
づ 

办
ネ
多

^

村
落
的
聚
落
の

-
形
式
ー
“

つ
た
。

こ

‘の
聚
落
が
血
族
的

®)
係
■に

0

な
が

：
.

cv 

(
s
i
p
p
e
,

 

G
c
s
c
h
l
.
e
c
h
t
v
e
r
b
a
n
d
)
：

政
治
宗
敎
上
の
：小

®
.體
た

.
る
g

共
に
又
一
個
の
經

.濟
的
統
制

^

布
す
る
、村

落
共
滎
制
的
紙

織 

'マ
.
ル
：ク
の
觚

度
は
之

れ
で
あ
る
。

匆
論
こ
の
陴
代
に
あ
っ
て
も
杖
落
妝

(:
- 

ル
夕
は

*

{:
ー
定
の

»

«
せ
る
脔
域
を
有
す
る
地

#

的

1]
.體
'■で
，あ

-

「

つ
.た
、
.こ

の
.聚
，落
：

g

f

t察 

か
ら
離
れ
て
職
能
的
觀
察
を
卞
す
ぢ
事
愦
は
必
ず
し

.も

.聚
，落
狀

.態
に
一
致
し
な
い

'0|

揮
族 

の
ゾ
占
有
.地

域

或

は

そ

の

一
區

分
へ
.は
ガ
.
ウ

ビ

穆

せ

.ら
’れ
る
、此

の

紐

織
，は

職

能

的
：；

に
"
は
：A

族
、：宗
：敎
、
 

政
治
、又
は
：軍

w

Lk
の
ま

®

で

あ

、る

、
故
に

W

族
の
頭
攀
に
：國
王

(

大
.
'主
.
.又
、は
小
王

¥

.戴〜

、之
れ

i
. 

s

li
i

的
河
法
的
主

®

で
®
，,る
、こ
の

_

體
は

.勿

.：論
全

_

族
：的

-に
は
地
域
的
で
は
あ
る
が
全

^

«
 

に

：k

經
濟
的
職
能
を
持
た
な
い
。

：-
故
に
國
王

'又

.«
|1
事

#?
.揮

漭

も

經

濟

的

：
職

：
能

。
に
，
就

^

で

聚 

落
：：

的

に

見
.
.れ
.ぼ

〔

.！
：
：
般

：
普

鄉

：
の

^

落

は

定

想

，し

.て

.
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.

®
族
的
地
域
わ

¥
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k
e
r
s
c
h
a
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が4

般
^

¥
摩

的

鋦

：
.成

：
止—

¥

ン
”

ヤ
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「

ゼ
ン
ト
，

.，
シ

ャ

イ

ト..が
.
フ
：

v

デ

；.ル
'
.

卞
：；：

シ
：
'ャ 

フ
ーK

ゾ
、
フ

ン

、デ

/y
十

シ
ャ
？

テ
：シ
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ツ
X
1

ン.

シ>

 

K

タ

'
V

に

分

た

れ

-て
-
ゐ
：た
ぐ
し
云
ふ
丰
張
、そ 

し
セ
フ
ン
デ

.

卜
シ
ャ
フ
ト
並
：び
に
ッ

H

i

:シ
シ
ャ
フ
ト
は
同

.時

に

地

域

的

削

體

：で
且
，
つ
經
：
 

濟
的
圈
獎
マ
火
ク
グ
ノ
ッ
セ
シ
シ
ャ
フ
ト

)

で
あ
つ
た
と
の
生
.張
に
對
し
て
タ
ウ
ゼ
ン
ト
シ
ャ 

K

ク
ン

0 

#
 

%
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 ̂
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ャ
フ
.
クン

.
は
.本
.來
人
格
的
集

.圓
で
埤
域

©

1]
«
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な
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反
對
す
る
：

^

が

あ

る
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ノ 
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G
r
u
n
d
i
a
g
e
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E
u
r
c
p

Bis
c
h
s

 

K
u
l
t
u
r
e
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
;
^
#

!i8
^

れ
た
い
。

當
而
の
問
題

S'
し
て
此
の

0
に
煩
は
さ
れ
る
所
は
全

.ぐ
な
い

.
の
で
あ
る
、一
利

’落

^
 

直
.に
'
マ
ル
タ
圏
體

.で
あ

.つ

f

又
は
一
マ
ル
ク
の
內
に
數
個
の
部
落
衬
落
が
存
在
：

^
；て
ゐ
た
：
 

ヴ
、或
ひ
は
村
落
又
は
マ

^

ク

S

フ
ン
 

'デグトシャフト

f、 J

が

■
致
し
て

あ

し

な

ぐ

S
も
菩
'々
 

は
村
落

0

中
心
地
、マ
ル
ク
集

) ：

合
の
中
心
她
、フ
ン

「

デ
シ
ト
シ
■ャ

 

'フト
，

©
，.中
心
地
を
.求
め
る
推
に 

何
等

■困
雛
を
雄
じ
な
い
、即
ち

#

落

0

中
心
が
：同
時
に

4

〔

部
を

0
ね
る
か

.或

.ひ

.、は
軍

'事
；的

中

‘心 

t
c 

Dて
.は
村

.落

.以
外
の

.
*

_な

|1
!

體
の
：中
心
、換
言
す
れ
：ば
一
特
定
村
落
®

事
上
權
カ
謂
の
所 

在
地

)

就
そ
の
中
心
に

.
«
る
：か：の
問
題
で

.
あ
る
？：

'
而
し
て
常
に
小
さ
い
社
會
；生
活
倒
に
*
し
て 

大
き
い
社
會
生

ff
i

ll
が
對
立
す
る
家
族
祖
先
祭
祀
經
濟
の

.
S
職
能
は

」

N
.者
に
現
は
れ
る
に
參 

し
軍
®
國
政

 

'の如
き
も
の
：は
後
者
に

.現

は

れ

て

來

る

，？

®

に
角
.部
‘落

#

長(
o
e
s
c
h
i
e
c
h
t
h

皆ptling, 

D
o
r
f
^
o
r
s
t
e

:r5

マ
.
;K
ク
團
體
代
表
者

(
M
a
^

 

V
o 露 eher, 

o
b
e
r
m

 

印
 k

e
r
)
r

 

A

 

ク
敎
：；會
^
^
3
1
-
袈
ギ
}
1
&マ
^

. 

ク
又
は
部
落

E

の
.總
會

(
M
a
r
%
e
r
i
c
h
t
e
,

 

IVMirkerdinge, 

M
&
k
?
l

c4.age, 

K
a
^
e
r
i
d
l
t
e
)

は
諮
種

.の
»
會 

生
活
上
の
機
能
、

d
i
.
n
g
p
n
,

 

M
a
l
t
t
e

 

V」

稱
せ
，ら
る
る
は

.其
等
の
空
，間
的
中
心
地
で
あ
つ
た

。

H
 

に
其

v

等
の
中
心

‘
は
.
®
辦
的
設
備

.V」

し
て
一
般
部
落

K

.
-0
1

時
避

.

*所
で
ゐ
る

？
u
8
r
a
(
z
m
1
u
c
h
t
s
-

M
.
u
i
j
u
l
i
5

?i
g
J
_li
議
環
隹
■
&>!
後

^
,

I
t
t
e
,

 

V
O
H
k
s
b
u
r
g
-
)

も
同

T

地
點
：ミ
な
る
傾
向
が
あ
る

o

是
等
の
も
：の

.

.は
當
時
の

11
:
會

生

活
Q
 

#

心

的

：
結

節で

あ

：
^

、
彼

等

の

V

生
：
活
：狀
.態

を
# .

ふ
れ
ば
が

.
、

る
：中

心

點

は
.
大
體
に
於
い
て
，同
；
 

地
點
に
歸
す

る

も

の

f

思
は
れ

.今

'
:
:即

ち

或

：る
：#

定
遍
：點
は
村
落
生
活
の
中
心
ギ
し
て
は

，
#
 

の：中

.心
で
あ
る
が

®

0
 m
に 
一̂

力
な
軍

0
.的
政
治
摄
宗
致
的

「

勢

*

が
存
在
：し

T

ゐ
’
れ
ば
：「
同〔

時
：
 

に

軍

事

、政
治
、宗

敎

的

余

社

會

生「

活
：の
.中
心

^;
を
、
_

ね
る
、ち
の
で
あ
る
。
又
軍

»

的
#

刺
.-し 

て 

Ko:
n
i
g 

(
R
e
x
)

 

等
の
階

ft
別
が
：存
：在

す

^

ば
.又
各

 々

大
水
の

' 中
心
が
統
卒
す
る
耻
會

_

の
大
小
に
應
じ

.で：分
立
し
て
ゐ
■た
も
の
ど
想
像
す
る
推
が 

出
：
來

る
、苹

事

的

政

治
：，

的

宗

辣

的

に

ぼ

：康
い
：

« -

會
_

內

：
の

：

統
：：

制

：_を
有

.ぢ

_

0
中

；
心

「

地
®

を
.蒗

し

：
： 

た
_

經
濟
的
：職
_
に

於

い

て

如
何
で
ぁ

3

か
。.‘皋
等
の
埤

«

_
に」

村
落
の
中
心 

地
の
如
き
狹
い
社

#

生
1活
_

の；
.中
.心
'地

が

同

時

に

：：®

濟
.的
交
通
の
中
_

で
办
つ
た
か
否
か 

は
明

a
.で
な
い
、勿
論
無
同

*

營
ゅ

.あ
る

_共
有

'地

^

は
，
»

_
耕
作
の

.
時
日
な
ぞ
が

.
舉
等
の
中

心
：. 

地
に
於
け
る
公

*

的
集
：

#

で
■決
'
:定

さ

れ

：た
：事

«

事

實〕

で

あ

、
ら

ぅ

辦

馨

れ

：，
以

：
上

.

.に
經
_

が

行

は

れ

た

ミ

m
:

ふ

事
(-
對

し

て

‘は
否
定
ー
的
な
ら
ざ
る

を

#
.な

い

。
-
.
マ

ル
ク
或
：ひ
：は
：I

村
：

落
：： 

w

3t
の
.內
部
に
於
ぃ
卞
邱
や
時
弗
に
經
濟
：的
交
通
が

.
行

«

#
る
に
，は
餘

k

小
規
嶺
な
又
靡
俾 

s
.
l
±
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を
^
.た

^

的
同
'質
的
存
：，
相
で
ぁ
各
？
'#論
游 

の
著

^

ブ
メ
グ
ク
マ
：ン'の

如 

'き
は
が

’
>.
.
:る

マ，
 

な
つ
た
摘
に
解
扉
し
て

.
ゐ
る
。ぺ

.

'■ 

常

1
!社
會
生
翁

.[|
1

の
大
な
る
，

#

殊
中
，心
地 

依
民

0:
:去
來
す
な
特
色
が
ぁ
，る

'、种
落
又

.

.は
マ

.

. 

心
地
勝

_

特
別

_

治
衆

*
:持
：財
齑
保
謎
找
還 

る
.故
に
ず
ル

.
ク、
■.以..外

： #

外
.

®

A
も
此
の
機

#. 

可
：能
で

.あ
る

。

^
 

 ̂

^
 

0 
 ̂
^

■ 

M

§
 

.
 

m
:

F

の
或
渚
例
へ
ば

「

グ
.ル
マ

y:
民
族
，
0 -

«
_
芩

®

®

」 

火.

'

ク
.

集

會

の

，地

點

が

同.

時
.
_

に

交

易

の

：
中

心
S

も

は
其
の

.

土
地
聚
落
埤
と
は

’

聚
落
的
に
：趣

.

®

な
. 

ク
の
政
治
的

^

敎
的
集
會
に
於
い

'

T

、こ
の
中 

安
全
が

r

時
的
に
確
保
せ
ら
な

W

風
齊
：が.ぁ 

於
い

•

で
商

.

業
的

.
If
)

的
の
爲
め

f

0

u

辦
は

の
.

.

:

_
引へ發

_

聚
痦

‘的
に
興

.住

.玛
：間运 

^

輝

す

：聚

落

内
_
'部

0

同
；.
«民
：間
.に
'板

引

：
¥
 

ど
.は

同

マ

で

は

^

い
、音

々

が
：. 

交

換

取
.

引

の

最
初

.

v
v
.:^
て

考

•へ7
な

のS

前

漭

で

ぁ

っ
-
て

後

漭

に

就

い

て

は
：：

經

濟

的

交

易

：が
發 

生
じ
得
な

か
つ

た

ダーレ■

,

6'
の
：
で
ぁ
.る
。
.：故
に
羅
馬
邊
爝
ゆ
於

.け

る

、グ
‘
グ

?

ン
民

族

の

聚
_
 

中
心
地

U

是
等

の
&

族
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會
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し
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の
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入
，込
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だ

辦

«「 

«

像
し

3

る
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が
聚
落

.內
部
に
於
い
で
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住
民
問
に
交
換
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行
は
れ
た
事
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考
へ
得
な
い

の
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る
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ル
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の
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ダ
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會
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互
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ル
ク

«1
饋
の
：大
，きパ？
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密
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貉
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す
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絡
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落
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て

ゐ

る
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マ
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ク
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が
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落
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す
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村
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個
々
聚
雜

の
.
中
心

妹
f

マ

お

農

中

心

で
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な

い

、從

つ

て
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ノ
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の
中
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地
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r

に
-
み

t

は

可
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り
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質

的
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往

抵
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め
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.
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；
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：
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す
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來
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'落
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圓

體
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會
的
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花
で
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復
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た
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ぐ
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位
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會
的
生
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中
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が
形
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さ
れ
こ
の
中
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に
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い
て
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の
交
；
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行
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各
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；
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^

>
ぺ
ヤ
衫
本

^

族
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つ
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族
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事
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區
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ぐ
つ
か
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タ
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ゼ
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シ
ャ
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岐

れ
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の
；
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ゼ
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シ
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卜
が
又
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、五
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ス
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巧
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れ

て

ゐ
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に
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フ
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純
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た
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治
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統
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っ
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つ
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磨
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^
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ツ

ク

占

稱

せ
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る。
タ
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ゼン
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トシャフ

.
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樣
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:

1

_、
關
係

.に
於
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^
§
^

_ 

g
e
s
c
M
e
c
h
t
.

力
ら
成
立
じ
フ
ン
テ
ル
ト
シ
々
ス
ト

^
a
n
t
e
r
g
e
s
c
h
k
c
h
t

か
ら
成
立
す
る
。

故

に
タ 

ク
ゼ
.
ン
：ト

、

V

ャ
フ
ト
は

'丄

定
.；

の
境
域

.を
'有

す
る

が

一

個

の

特

殊

：的
.單

位

聚

落

ど

は

爲

レ

雛

い
、
 

聚

落

寧

位

。は

常

ほ

村

：落

喊

ぁ

る

、聚
：落
：：單

位

&

領
域

‘單
位
。
は

.區
別
，さ
れ
ね
ば
な
ら
の

o

唯
こ 

の
軍
事
或
：ひ

‘
は
宗
敎
的
必
要

'
の
*
 

ン
ト
シ
ャ
フ
ト
は

3t
0

_

«
內
'の

I

地
點
：
.に.、
 

社

#

的

中

心

を持
：： 0

、 #

れ
は
聚
落
：ビ
し
て
は
當
然
一
般
農

#

(

其
：條
务
異
る
诉
な
き
も
.*族
又 

は
へ
ル
ッ
ォ

—

ク
、要

^

る
に

,
.ゥ
.へ
ゼ
ン

ト

シ
ャ
フ
ト
の
首
長
：

^

©
地
：と

”し
て
特
，殊

.的
な
，
1

義ー
 

を
拐
っ
、こ
の
地
に
於
け

.̂
tt
會
的
交
通

こ

そ
聚
落
軍
位
的
に
見

T

興
質
的
な

S
も

の
を
集
め 

來
る
發
展
的
密
度
を
有
し
て
ゐ
る
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こ

§
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タ：ウ
ゼ
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'

ン
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ン

V

フ
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シ
ユ
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®

土
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ぁ
る
、シ
ユ
タ
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0
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支
配
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a
又
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に
.軍

，
事

的

：
政

濟

晚

中

^

有
す
る
で
ぁ

6

ぅ
々
一
之
れ
國
王
の
鶴
其
他
ど

.し
：て現

'は
.：.れ
：
~

 
:ノ 

;

以
上
ゲ
ル
マ
ン
民
：族
の
：聚
落
单
位
と
こ
奴
上

.に
：構

「

成
さ
れ

.
る
.
社

會

：
的

：
形

「

體

：
を

.
簡

單

に

觀

察
 

し

た

、
聚
落

單
位
，
は

常

.に

農

村
#
落
で
あ
る
、

然

し

；
こ

の
聚
落
形

^

も
決
し
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一
機
で
な
い
#

ル
 

マ

シ
民
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各
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*
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べ
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に
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落
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：
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ロ
_

y 

0 

w
 

^
 

®
 

V
9
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が

要

す

る

に

當

時

に

あ

つ

，て

1
村
.落

.ヌ

は

衬

潘

的

穿

在 

を

.以

：つ

て

聚

落

單

位

.ど
み
ぶ
、̂

.は
'同

時

に

«

»
生
.

_
に
.於

げ

:

る
：•

本

，
取

：位
一
’

^
る
。

•

こ
.の
：
»
 

會
生
活

.の
上
に
血
族

'政
治
笨
事
的

«:
會
生
活
：

0-
:
.形
體

1
6
.
:て

«

礙

»

體

賴

翁
.る
、
是

等

の_

體

。 

は
皆
亂
會
的
生
活
の
中
心
地
を
有
す
る
、ご

>に
於
い
で
あ
る
聚
歡
單
位
は
服

m

に
農
村

^

#

' 

在
.
i
し
て

く
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◊

其—

れ
以
上
の
意
義
：即
ち
政
治
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又
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宗
敎
上
の
中
心

V
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し

て

の

：意
義
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，じ
：

p

來
る
、そ
の
範
圍
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I於
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で
又
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位
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で
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⑽
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け
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會
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密
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し
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す
る
。
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：.れ
恶
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こ
'の
中
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1
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目
指
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で
外
國
人
例
ベ
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馬
邊
境
に
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'け
''
る
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^

P
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集
る
が
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i

あ
ざ
ば
其
の
地
點
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交

®
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密
度
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页
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ま
つ
た
ど
云
ふ
可
き
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あ
：

る
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上
が
鄱
市
發
生
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前
に
於
け
る
が
ル
マ
ン
民
族
の
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會
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祖
瘅
：

S

心
に
つ
い
て
の
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で
あ
る
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あ
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次
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ゲ
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秘
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ら
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も
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で
あ
る
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し
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此
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點
こ
そ
全
地
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內
に
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い
て
前
述
せ
る
如
ぐ
厳
：

I

通
の
密

I

、 

亦

る
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で
あ

J

 

ホ
心
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に
於
い

.
て
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舫
に
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少
の
經

.濟
的
交
通
が
成

f

て
ゐ
た
♦
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考
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へ：ぅ
る
の
て
あ
る
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奴
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村
襻
又
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规
横
な
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會
生
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濟
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に
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.
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す
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蒙

心

地

に
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け
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に
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れ
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-

I
交

f

疋

|

.す
る
，に

5
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^
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滕
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鸯
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。
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.
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落
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又
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領
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仕
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；。.

v

後

^

ガ

^
;難

地

方

に

於

け

る

*.
竭

Tf
x
;制
は
ゲ
や
マ
ン
，民
族
の
娘
住

i
 

#
 

は
_

次

齡

催

し

_

退
へ
U

.孫
#

•つ
f

e

?太

ィ

Z
地
‘方
に

■
於

^;
て

も

羅

瑪

支

邮

は

吼

檄

な

過

程

を 

V
J

分

た

® ;
族
的
國
家
亂
鄭

0-
«

都
ず
じ
て
く

0*「

は
市
制
を

.得
て
ゆ
所
科
羅

«

®
市

ビ

な

o;
.た
、
 

是
：等
は
襄

0
接
藥
翁
意

€

(:
:

於

い̂
：弋

羅

賴

寧

營

_

 

ら

發

達

し

た

都

市

Q

I

7

第
二.十.
v

s 

(

三
V
I
,九)

獨

逸

都

艰1
衆
.
■
: 

: 

■

&

11.

セ



s
t
a
d
t
o
‘
(£
,
.
:は：多
少
越
を
興
に
す

.る
の
で
あ
る

。

'

茲
に
.
.於
い
て
社
交
的
中
心
她
の
發
生
に
關

.

.し

て
.做

ほ

一

言

す

可

き

斟

が

あ

る

。
"
前

述

し

た 

'^
は
經
濟
的
交
通

#

中
心
地
も
し
で
の
郴
市
は
弗
經
濟
的
關

.係
を
中

.心

ビ

し
た
社
會
的
交
通 

の

0
合
す
る

0

に
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つ
發
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し
た
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い
て
來
た
、種
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的
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中
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は
或
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い

て
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濟
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必
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$
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1
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。
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0
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單
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部
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る
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